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	○ 今後とも、政府自らも積極的な情報収集に努めるとともに、産業界と連携を図りながら、本プログラムの円滑な推進を図るべくより多くの参画を呼びかけていくこととしている。
	４．国による化学物質安全性情報の収集
	平成１７年度には、既存化学物質の安全性点検として、分解・蓄積性に関する試験を３４物質、人への健康影響に関する試験を１７物質、生態影響に関する試験を８２物質について行った（物質数は、分解・蓄積性、人健康影響、生態影響のそれぞれのうち初期評価に必要な試験項目を平成１７年度に調査済み及び調査着手済みのもの。この他に、一部の試験項目について調査済みあるいは調査着手済みの物質もあり。試験項目毎の調査済みあるいは調査着手済み物質については別添５参照）。
	　（参考）平成１６年度末までの点検済み物質数：
	分解・蓄積性　１４５５、人健康影響：　２７５、　生態影響：　４３８
	（参考）これまでの活動状況

